
インターンシップ生として市役所で就労体験した
岡山県立大学とくらしき作陽大学の学生から提出さ
れた２８の政策提言のなかから、優秀な３点を選び
１０月２６日、表彰しました。表彰されたのは、中島
甲太郎さん（県立大学情報工学部４年）の「食で繋
がる総社市」。松岡諒さん（県立大学情報工学部３
年）の、「農業を通して総社市をアピール」。枡谷絵
里さん（くらしき作陽大学音楽学部３年）の「障が

い者の共生を図る、市民との交流活動の推進」。市
では、これら提言を生かし、実現に向け具体化して
いきます。
有機農業（有機ＪＡＳマーク）を多くの人に知っ
てもらおうと、総社市有機農業推進協議会はＰＲ用
マグネットリングの作成を企画。１１月５日、岡山
県立大学デザイン学部の学生５人がデザインした１
２点の作品のなかから６点を選びました。選ばれた
デザインのマグネットリングは、１２月２日に天満
屋ハピータウンリブ総社店で開催される有機農業フ
ェアを皮切りにイベントなどで配布されます。

大学生が活躍
インターンシップ政策提言・有機農業ＰＲマグネットリングデザイン
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○ミニフォト

チュッピータウンでわくわく

「チュッピータウンへ　行こ
う！！」が１１月３日、天満屋ハピ
ータウンリブ総社店で開催されま
した。餅つきや赤ちゃんハイハイ
競争、人形劇、バルーンアート、
竹笛づくりなどが行われ、多くの
親子連れらでにぎわっていました。
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「文化がまちに出る！プロジェ
クト」ｉｎＳｏｊａの催しのひとつ
「立石おじさん語りの世界」が１１
月１１日、山手公民館で行われまし
た。約２５０人の参加者は立石さん
が語る民話の世界に引き込まれて
いました。

秋の古代ロマンの里吉備路を歩く
そうじゃ吉備路ウォーキング大会

そうじゃ吉備路ウォーキング大会が１１月４日、宝福寺や
作山古墳、大池、角力取山古墳など古代ロマンを感じる場
所を巡るコースで開催され、約５５０人の参加者は秋色に染
まり始めた景色を楽しみながら歩きました。
今年はコースを一新。山手公民館をスタート地点に２０㎞、
１０㎞、５㎞、１．５㎞の４コースを設定しました。家族や友
達同士で和気あいあいとおしゃべりしながら歩き、秋晴れ
の吉備路を満喫していました。

世界の音色を堪能

ミュージック・イン・スタイル
が１１月７日、市民会館で開かれま
した。ピアニスト岩崎淑さんと河
野克典さん、島田真千子さん、堀
沙也香さんがアンサンブルを披露。
訪れた約５００人が美しい世界の音
色を堪能していました。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
の
が
岩
崎
さ
ん

男女共同参画社会を考える

男女共同参画フォーラムinそうじ
ゃが１１月１０日、山手公民館で開
かれました。大橋広宣さんの講演
や男女共同参画絵てがみの表彰、
「明るい家庭づくり」作文の発表が
あり、訪れた約２００人は男女共同
参画のあり方について考えました。
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レッツダンス！

岡山県フォークダンス大会が１０
月２８日、きびじアリーナで開催さ
れました。県内の１１７団体、約
１７５０人が参加。和やかな雰囲気
のなか、日本民謡、フォークダン
ス、スクエアダンスなど各部門ご
とに踊りを披露していました。
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大学祭は大盛り上がり

県大祭が１１月３日・４日、同大
学の構内で開かれました。ＮＯＮ
ＳＴＹＬＥと笑い飯のお笑いライ
ブやＭｒ＆Ｍｉｓｓコンテスト、バ
ンド演奏などさまざまなステージ
や模擬店に、学生や家族連れらで
にぎわいました。
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フリーマーケットで復興支援

東日本大震災の復興支援をと、
「あつまれＪＡＭＩ！力をあわせて
東北応援マーケット」が１０月１４
日、総社南高校で開かれました。
同高校の同窓生らが企画。１４の出
店で得た収益金の一部が東北に直
接届けられます。
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ウォーキングコースを開発

観光と健康づくりのウォーキン
グコース開発のため、元オリンピ
ック選手の山口衛里さんが進行役
のワークシッョプが１０月２０日、
備中国分寺周辺で開かれました。
２３人が約３㎞のコースを歩き、コ
ースづくりに意見を出しました。
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「薬と健康の週間」イベントが
１０月１４日、天満屋ハピータウン
リブ総社店で行われました。お薬
相談や薬物乱用防止のビデオ上映、
血圧・体脂肪測定などを実施。約
２２０人の参加者は薬の正しい使い
方などの説明を受けていました。

備中国分寺付近を歩く参加者

火遊びはしません
幼年消防クラブ結成

幼児の火遊びによる火災防止や防
火意識を高めるため、１０月２５日に
第三ひかり保育園、１１月５日にスマ
イル保育園が幼年消防クラブを結成
しました。
両園ではそれぞれ結成式が行われ、
クラブ員に「ちびっこ消防士」の認
定証や、クラブのシンボルとなるク
ラブ旗や法被、拍子木、ワッペンを
贈呈。園児たちは、「火遊びはしませ
ん」と誓いの言葉を述べ、クラブ員
としての自覚を高めていました。
この２園の結成により市内では１０
の幼年消防クラブが活動。今後の活
躍が大いに期待されます。

誓いの言葉を述べるスマイル保育園の園児

クラブ旗を受け取る第三ひかり保
育園の園児

左から県立大学の松岡諒さん、中島
甲太郎さん

くらしき作陽大学の枡谷
絵里さん

左から川上勇磨さん、日高直人さん、宇惠明日美さん、矢野萌子さん、
佐藤純子さん（県立大学デザイン学部２年）


